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福島第一原子力発電所の
廃止措置等に向けた現状の取組み

平成2７年２月６日

東京電力株式会社

資料２－２
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主な動き

・H26.10.22～12.4

1号機、カバー解体へ向けた作
業・調査を実施。

・H26.12.22

4号機、使用済燃料プールから
全ての燃料取り出し完了。

燃料取り出し工程完了

１．廃止措置等に向けたロードマップ全体イメージ

（注）使用済燃料：原子炉で使用された後の燃料を指します。核分裂による放射性物質を内包し、
放射線に対する遮へいと崩壊熱の除去が必要となります。

新燃料 ：原子炉で使用される前の燃料を指します。核分裂による放射性物質を内包してい
ないため、発熱はほとんどありません。

燃料デブリ：燃料と、燃料を覆っていた金属の被覆管などが溶け、再び固まったものを指します。

原子炉施設の解体等 解体等
設備の設計

・製作
シナリオ

・技術の検討

１、２号機 ３号機 ４号機

１～３号機

保管／搬出燃料デブリ取り出し止水、水張り建屋の除染、漏えい箇所調査

原子炉建屋等の除染を行うロボット
の開発を進め、現在実機にて実証試
験を行っています．
格納容器の漏水箇所を調査するロボ
ットの開発も合わせて進めています． 溶けた燃料を安全に取り

出すため、遮へい効果の
ある「水」で満たす事が
必要で、重要な作業です．

燃料デブリは専用の収
納缶に収められる予定
ですが、その後の保管
方法などについて、現
在検討中です．

保管／搬出燃料取り出し燃料取り出し設備の設置瓦礫撤去、除染

建屋カバー(コンテ
ナ)、燃料取扱機の設
置などを実施します。

４号機建屋カバー ４号機の実施状況

取り出した燃料は、共用
プールへ移動・保管します．
その後、乾式のキャスクに
移し、敷地内の保管施設に
て一時保管を行います．

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

燃料デブリ
（溶融燃料）取り出し

 ４号機では、平成26年12月22日に使用済燃料プールからの燃料取り出しを全て完了しました。
４号機の作業が大きなトラブルもなく完了できたことは、福島第一の廃炉を進める上で大変大きな一歩となりました。

 また、１～３号機の使用済燃料プール内の燃料および燃料デブリ取り出しに向けて、建屋の除染や格納容器の漏えい箇所の調査を順次
進めています。

 ４号機では、平成26年12月22日に使用済燃料プールからの燃料取り出しを全て完了しました。
４号機の作業が大きなトラブルもなく完了できたことは、福島第一の廃炉を進める上で大変大きな一歩となりました。

 また、１～３号機の使用済燃料プール内の燃料および燃料デブリ取り出しに向けて、建屋の除染や格納容器の漏えい箇所の調査を順次
進めています。

１号機カバー撤去状況

使用済燃料プールか
ら燃料を取り出し、
共用プールへ移動し
ます

主な動き

・建屋除染の継続実施。

・燃料デブリの有無を調査するため、
宇宙線由来のミュオン（素粒子の
一種）を用いた測定を準備中。

瓦礫撤去、除染 燃料取り出し設備の設置 燃料取り出し 保管／搬出

建屋の除染、漏えい箇所調査 止水、水張り 燃料デブリ取り出し 保管／搬出

大型クレーンや重機
を用いて原子炉建屋
上部のガレキを撤
去します。

キャスクでの保管状況（震災前）

漏えい箇所

調査ロボットによる漏えい箇所の発見
1号機 真空破壊ラインの伸縮継手保護カバー

専用の取り出し装置を開発し、
燃料デブリを取り出します．
海外の知見などの叡智を結集
し、実施に向けた検討を行っ
ています．

6726体
共用プール内
燃料保管量

1412体
キャスク仮保管
設備燃料保管量

2014.12.22時点
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H26.10.22 飛散防止剤散布開始

H26.10.31 1枚目屋根パネル取り外し

H26.11.10 2枚目屋根パネル取り外し

H26.11.20～ 原子炉上部の放射性物質濃度調査、ガレキ調査

12.3 線量測定、赤外線サーモグラフィ調査等

H26.12.4 屋根パネル戻し

撮影：平成23年10月

1.5℃/日冷却が停止した場合の温
度上昇率（平成27年2月4日）

392体使用済燃料プール保管量

3.4℃/日
(評価値)

冷却が停止した場合の温
度上昇率（震災時）

400体(溶融)原子炉内燃料

10.5℃燃料プール温度
（平成27年2月4日）

燃料
デブリ

建屋カバー

注水

原子炉建屋(R/B)

使用済燃料
プール(SFP)オペフロ

平成29年度平成28年度平成27年度平成26年度平成25年度

オペフロ状況調査

建屋カバー解体準備・事前調査等 建屋カバー解体等 ガレキ撤去（検討中）

燃料取り出し建屋・設備設置（検討中）

燃料取り出し

（検討中）

２．【１号機】使用済燃料プールからの燃料取り出しに向けた取組み

 

建屋カバーの設置状況

撮影：平成23年10月撮影：平成23年6月

建屋カバー設置前の状況

主な作業の進捗

主なトラブルと対応状況

オペレーティングフロアの調査結果

屋根パネルの取り外し

 建屋カバー内の原子建屋上部（オペフロ）には、今もガレキが堆積しており、使用済燃料プール（燃料プール）
からの燃料取り出しに向け、オペフロのガレキ撤去が必要です。

 その第一歩となる建屋カバー解体に向けた準備作業・調査を、平成26年10月22日～12月4日に実施しました。
今回の調査結果を基に、今後のガレキ撤去等の計画について検討を進めております。

 建屋カバー内の原子建屋上部（オペフロ）には、今もガレキが堆積しており、使用済燃料プール（燃料プール）
からの燃料取り出しに向け、オペフロのガレキ撤去が必要です。

 その第一歩となる建屋カバー解体に向けた準備作業・調査を、平成26年10月22日～12月4日に実施しました。
今回の調査結果を基に、今後のガレキ撤去等の計画について検討を進めております。

撮影：平成26年10月

現在

（注）オペレーティングフロア(オペフロ)：定期検査時に、原子炉の蓋を開放し、炉内燃料取替や炉内構造物の点検等を行う原子炉建屋最上階のフロア．
＜１号機使用済燃料プール上部のガレキの状況＞

使用済燃料プール水面

燃料交換機（下部）

 １号機の原子炉建屋カバーの屋根パネル２
枚を取り外し、オペフロのガレキ状況調査
やダスト濃度調査を行い、12月４日に屋
根パネルを戻しました。

 調査の結果、ダスト飛散や使用済燃料プー
ル内燃料に直ちに損傷を与えるような状況
は確認されませんでした。3月以降、再度
屋根パネルを取り外し、慎重に建屋カバー
解体を進めていく予定です。

前回報告以降はありませんでした。

H26.10.11 飛散防止剤の散布作業中、突風によりカバーを損傷
させるトラブルが発生。
→屋根パネル戻し時にアクリル板にて補修。

H26.11.12 クレーンの作動油のにじみにより作業を中止。
→11.17に修理を完了し、作業を再開。

屋根パネルの戻し
撮影：平成26年12月

リスク・課題
放射性物質の飛散防止対策
放射性物質濃度の監視
情報の発信

燃料交換機

ガレキ
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注水

２．【２号機】使用済燃料プールからの燃料取り出しに向けた取組み

平成29年度平成28年度平成27年度平成26年度平成25年度

2号機原子炉建屋

撮影：平成23年9月

オペフロ調査状況

オペフロ調査等

オペフロ除染･遮へい・燃料取扱設備復旧（検討中）

燃料取り出し

（検討中）

リスク・課題
オペフロの線量低減対策

主な作業と進捗

主なトラブルと対応状況

 ロボットによる建屋除染を継続実施中。

 燃料取り出し方法の検討を継続。

 オペレーティングフロア（オペフロ）の調査を実施し、燃料取り出しの方法を検討しています。 オペレーティングフロア（オペフロ）の調査を実施し、燃料取り出しの方法を検討しています。

２号機原子炉内故障温度計の引き抜き

1F柱

1F床

1Fシェル壁

原子炉建屋躯体調査状況

（注）オペレーティングフロア(オペフロ)：
定期検査時に、原子炉の蓋を開放し、炉内燃料取替や炉内構造物の点検等を行う原子炉建屋最上階のフロア．

現在

3.5℃/日冷却が停止した場合の温
度上昇率（平成27年2月4日）

615体使用済燃料プール保管量

9.9℃/日
(評価値)

冷却が停止した場合の温
度上昇率（震災時）

548体(溶融)原子炉内燃料

24.9℃燃料プール温度
（平成27年2月4日）

 平成26年11月27日、使用済燃料プール代替冷却系が停止しましたが、

約４時間後に冷却を再開しています。
停止時温度１６．７℃ → 冷却再開時温度１７．３℃。

 停止の原因は、何らかの原因で弁の作動用の空気圧縮機のスイッチが
停止になり、冷却設備の弁が閉まった事によるものとわかりました。

 再発防止策として、スイッチカバーの接着力の強化（意図しない接触
による動作を防止するため）や、カメラ監視により毎日一回以上空気
貯槽の圧力を確認し記録採取する（圧力低下を早期に検知するため）
等の対策を行っています。

 平成26年2月に原子炉内温度計が故障し、その後、交換するための模擬試験を工場にて
入念に行っていました。

 模擬試験の結果をもとに、1月14日より温度計が設置してある配管に錆除去剤を注入す
る前処理を行い、1月19日に温度計を無事に引き抜くことができました。

 新しい温度計は、今年度中に再設置する予定です。

ワイヤガイド付温度計

ワイヤガイド（温度計）
先端部

原子炉圧力容器
原子炉格納容器
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２．【３号機】使用済燃料プールからの燃料取り出しに向けた取組み

平成29年度平成28年度平成27年度平成26年度平成25年度

燃料取り出し用カバーイメージガレキ撤去前 ガレキ撤去後

撮影：平成24年2月 撮影：平成26年2月

ガレキ撤去

燃料取り出し

オペフロ除染

プール内ガレキ撤去

燃料取り出し建屋・設備設置
リスク・課題

重量物落下による使用済燃料の破損
オペフロの線量低減対策

注水

構台

安全第一福島第一安全第一福島第一 安
全

第
一

福島第一

安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

主な作業と進捗

主なトラブルと対応状況

H26.8.29 ガレキ撤去作業中の落下トラブルのため同日より作業を中止。

H26.12.17 使用済燃料プールからのガレキ撤去を再開。

H26.12.19 8.29に落下させたガレキ（操作卓）の撤去を完了

 平成25年12月17日より、使用済燃料プール内のガレキ撤去を開始しましたが、平成26年8月29日に作
業中にプール内にガレキを落下させるトラブルが発生しました。これにより作業を中断し、再発防止対策
を検討し実施しました。

 作業再開へ向けての準備が整ったことから、平成26年12月17日よりガレキ撤去作業を再開しています。
今後、燃料交換機本体（大型ガレキ）撤去へ向けて、慎重に作業を進めてまいります。

 平成25年12月17日より、使用済燃料プール内のガレキ撤去を開始しましたが、平成26年8月29日に作
業中にプール内にガレキを落下させるトラブルが発生しました。これにより作業を中断し、再発防止対策
を検討し実施しました。

 作業再開へ向けての準備が整ったことから、平成26年12月17日よりガレキ撤去作業を再開しています。
今後、燃料交換機本体（大型ガレキ）撤去へ向けて、慎重に作業を進めてまいります。

建屋カバーの製作状況（小名浜）

使用済燃料プールからのガレキ撤去

現在

前回報告以降はありませんでした。

2.6℃/日冷却が停止した場合の温
度上昇率（平成27年2月4日）

566体使用済燃料プール保管量

7.5℃/日
(評価値)

冷却が停止した場合の温
度上昇率（震災時）

548体(溶融)原子炉内燃料

19.2℃燃料プール温度
（平成27年2月4日）

使用済燃料プール 吊り具による把持イメージ

掴み,挿入位置

追加設置した
ラック養生板

燃料ラック

燃料交換機
(大型ガレキ)

 H26.8.29にガレキを落下させた対応策として、万一ガレキを落下させても燃料
に影響がおよばないよう、ラック養生板の追加設置を行いました。

 現在、大型のガレキである燃料交換機本体の撤去作業へ向けた作業と作業手順の
確認などを実施しています。

 H26.8.29にガレキを落下させた対応策として、万一ガレキを落下させても燃料
に影響がおよばないよう、ラック養生板の追加設置を行いました。

 現在、大型のガレキである燃料交換機本体の撤去作業へ向けた作業と作業手順の
確認などを実施しています。

 現在、燃料が保管されているラック
の上部に養生版を追加設置し、燃料
交換機本体の撤去へ向けた作業・手
順確認を実施中。

操作卓を吊り上げた様子
H26.12.19
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平成29年度平成28年度平成27年度平成26年度平成25年度

ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ

燃料取り出し用カバー

平成２６年1２月２２日
全燃料の取り出しを完了

燃料取り出し建屋・設備設置

２．【４号機】使用済燃料プールからの燃料取り出しに向けた取組み

主な作業と進捗 主なトラブルと対応状況

H25.11.18 使用済燃料プールからの取り出し開始

H26.12.22 使用済燃料プールに保管していた、全ての燃料の
取り出しを完了。

燃料取り出し

 平成25年11月18日より、使用済燃料プールからの燃料取り出し作業を開始し、
目標どおり平成26年12月22日に全ての燃料の取り出しが完了しました。

 これにより４号機における燃料によるリスクは無くなりました。
また、今後１～３号機の燃料取り出しを行っていく上での大きな自信につながる実
績をあげることができました。

 なお、使用済燃料プールには制御棒や原子炉内の構造物の一部が保管してあり、線
量低減のため、引き続き水張りを継続します。

 平成25年11月18日より、使用済燃料プールからの燃料取り出し作業を開始し、
目標どおり平成26年12月22日に全ての燃料の取り出しが完了しました。

 これにより４号機における燃料によるリスクは無くなりました。
また、今後１～３号機の燃料取り出しを行っていく上での大きな自信につながる実
績をあげることができました。

 なお、使用済燃料プールには制御棒や原子炉内の構造物の一部が保管してあり、線
量低減のため、引き続き水張りを継続します。

－
冷却が停止した場合の温
度上昇率

0体使用済燃料プール保管量

34℃/日
(評価値)

冷却が停止した場合の温
度上昇率（震災時）

0体原子炉内燃料

6.1℃燃料プール温度
（平成27年2月4日）

平成26年12月22日完了

前回報告以降はありませんでした。

ガレキ撤去前
（撮影日：平成23年９月22

日）

圧力容器上蓋の撤去
（撮影日：平成24年９月13

日）

第一節 鉄骨建方完了
（撮影日：平成25年１月14日）

鉄骨建方完了
（撮影日：平成25年５月29日）

大型ガレキの撤去
（撮影日：平成25年10月２日）

燃料ラック上部ガレキ吸引作業
（撮影日：平成25年10月11日）

燃料取り出し作業
（撮影日：平成25年11月18日）

トレーラーへの積み込み
（撮影日：平成25年11月21日）

共用プールへの格納(変形燃料)
（平成26年11月４日撮影）

クレーン部材吊り上げ
（撮影日：平成25年６月７日）
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：燃料デブリ位置

①圧力容器内

②格納容器
下部

観測対象

：燃料デブリ位置

①圧力容器内

②格納容器
下部

観測対象

３．１～３号機燃料デブリ取り出しに向けた取り組み
 １～３号機では、燃料が溶け落ち「燃料デブリ」として固まっており、福島第一をより安全な状態にするためには、燃料デブリを取り

出す必要があります。

 燃料デブリの取り出しの作業には多くの課題があり、建屋の調査や新しい技術の開発等を行いながら、安全最優先で進めています。

 １～３号機では、燃料が溶け落ち「燃料デブリ」として固まっており、福島第一をより安全な状態にするためには、燃料デブリを取り
出す必要があります。

 燃料デブリの取り出しの作業には多くの課題があり、建屋の調査や新しい技術の開発等を行いながら、安全最優先で進めています。

燃料デブリ取り出しに係る作業ステップ

 燃料デブリの取り出しは、米国スリーマイル島原子力発電所（TMI）での経験を基にした水中取り出しを想定して、次のようなステップで作業を進めていく計画です。

格納容器下部調査

格納容器内部調査・サンプリング

炉内調査・サンプリング

格納容器部分水張り

格納容器／圧力容器水張り

（実際の除染作業は個々の作業毎に必要な箇所を実施）原子炉建屋内除染①

② ③ ④

⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨

格納容器下部
止水方法確定

格納容器内調査
方法確定

格納容器上部補修
方法の確定

格納容器上部
水張り完了
炉内調査方法の確定

除染によるアクセス性
確保

燃料デブリ収納
缶等の準備完了

燃料デブリの処理・
処分方法の決定

20～25年後

燃料デブリ取り出し

格納容器上部補修

格納容器下部止水
原子炉建屋止水

現在
平成33年
（2021年）

◆高線量箇所（数100～1,000mSv/hレベル）の存在
◆建屋内ガレキによるアクセスが制限されている
・ 上記を踏まえた遠隔除染方法の検討・確立が必
要

格納容器へのアクセス性を向上するため、高
圧水、コーティング、表面はつり等により、
作業エリアを除染します。

① 原子炉建屋内除染
（②以降の作業毎に必要な箇所を順次実施する）

◆調査対象が高線量エリア、汚染水中、狭隘部な
どにあること
・調査方策・装置の開発
・格納容器外部からの内部調査方策・装置の開発

課題

格納容器下部及び原子炉建屋壁面を、遠隔
のカメラ等で調査します。内容

イメージ

② 原子炉格納容器下部調査ステップ

＜原子炉内燃料デブリ検知技術＞ 上記工程表の主な９ステップにおける、現段階の作業イメージと課題は下表（次
ページへ続く）の通りで、引き続き検討を進めています。

ﾄｰﾗｽ室

燃料デブリ
圧力容器

格納容器

使用済燃
料プール

漏えい

タービン建屋

漏えい

水処理装置より

水処理装置へ

除染装置

除染装置
（遠隔）

ﾄｰﾗｽ室

貫通部
貫通部

圧力容器

格納容器

使用済燃
料プール

漏えい

タービン建屋

漏えい

本内容においては、技術研究組合国際廃炉研究開発機構（IRID）の成果を活用しております。

ミュオンによる透視技術で
早期に燃料デブリ分布を
廃炉技術開発に提供

圧力容器内部は
高放射線場で
アクセス困難

●圧力容器内（①）と格納容器下部（②）
の燃料デブリの位置、量の把握が重要

燃料集合体の損傷状態
狭隘部への溶融燃料の流れ込み有無
燃料デブリの密度等の詳細分布

⇒取り出し手順や工法の具体化

ミュオンによる透視技術で
早期に燃料デブリ分布を
廃炉技術開発に提供

圧力容器内部は
高放射線場で
アクセス困難

●圧力容器内（①）と格納容器下部（②）
の燃料デブリの位置、量の把握が重要

燃料集合体の損傷状態
狭隘部への溶融燃料の流れ込み有無
燃料デブリの密度等の詳細分布

⇒取り出し手順や工法の具体化

宇宙線由来のミュオン（素粒
子の一種）による透視技術を
応用して、燃料デブリの分布
の確認を進めています。
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３．１～３号機燃料デブリ取り出しに向けた取り組み－２

◆ ②と同様

・ 格納容器漏えい箇所の補修・止水技術・工法 の
開発（③と同様）

◆高線量によるアクセス性の制約、格納容器内部環
境（内部水の濁り、燃料デブリの所在等）が不明

・上記を踏まえた遠隔調査方法及びサンプリング方
法の開発

◆③と同様

◆炉心循環冷却のための注水を継続しながら、高線量
下・流水状態で止水すること
・格納容器バウンダリ構築・止水技術・工法の開発

課題

格納容器を満水まで水張りすべく、上部の漏
えい箇所を、手動または遠隔にて補修します。

格納容器内を調査し、圧力容器から流れ出た
と推定される燃料デブリの分布状況の把握や、
サンプリングなどを実施します。

格納容器下部に部分的な水張りを実施します。
燃料デブリの取出しは、水中で実施することが放
射線の遮へいの観点からも有利と考えられること
から、水張りのため止水します。

内容

イメージ

⑥ 原子炉格納容器上部補修⑤原子炉格納容器内部調査ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ④原子炉格納容器部分水張り③原子炉格納容器下部・原子炉建屋止水ステップ

◆燃料デブリの分布状況によっては技術開発範囲が拡大
（特に格納容器内の燃料取出しはTMIでも経験なし）

・ＴＭＩに比べ、より高度な取り出し技術・工法の開発

◆高線量によるアクセス性の制約、圧力容器内部環
境（内部水の濁り、燃料デブリの所在等）が不明
・上記を踏まえた遠隔調査方法及びサンプリング方
法の開発

（⑥により格納容器バウンダリ構築が大前提）

課題

圧力容器／格納容器内のデブリの取り出しを実施
します。

炉内を調査し、燃料デブリや炉内構造物の状
態把握、サンプリング等を実施します。

十分遮へいが担保できる水位まで格納容器／圧力
容器を水張り後、圧力容器上蓋を取り外します。内容

イメージ

⑨ 燃料デブリ取り出し⑧ 炉内調査・サンプリング⑦ 原子炉格納容器／圧力容器水張りステップ

格納容器下部調査

格納容器内部調査・サンプリング

炉内調査・サンプリング

格納容器部分水張り

格納容器／圧力容器水張り

（実際の除染作業は個々の作業毎に必要な箇所を実施）原子炉建屋内除染①

② ③ ④

⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨

格納容器下部
止水方法確定

格納容器内調査
方法確定

格納容器上部補修
方法の確定

格納容器上部
水張り完了
炉内調査方法の確定

除染によるアクセス性
確保

燃料デブリ収納
缶等の準備完了

燃料デブリの処理・
処分方法の決定

20～25年後

燃料デブリ取り出し

格納容器上部補修

格納容器下部止水
原子炉建屋止水

現在
平成33年
（2021年）

ﾄｰﾗｽ室

貫通部
貫通部

圧力容器

格納容器

使用済燃
料プール

止水

止水装置

ﾄｰﾗｽ室

貫通部
貫通部

圧力容器

格納容器

使用済燃
料プール

観察装置
ｶﾒﾗ

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

伸縮管

ﾄｰﾗｽ室

貫通部
貫通部

圧力容器

格納容器

使用済燃
料プール

止水

水張り

ﾄｰﾗｽ室

貫通部
貫通部

圧力容器

格納容器

使用済燃
料プール

補修装置
（遠隔） 補修装置

ﾄｰﾗｽ室

天井クレーン

格納容器

圧力容器

　コンテナ

使用済燃
料プール

圧力容器上蓋

ﾄｰﾗｽ室

カメラ、切断、掘削、
把持、吸引装置

格納容器

　伸縮管

使用済燃
料プール

作業台車

燃料デブリ
収納缶

ﾄｰﾗｽ室
格納容器

燃料デブリ収納缶

搬出
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４．放射性廃棄物の管理

主な作業と進捗

 現在、工事の進捗により発生するガレキ等については、その線量に応じて分別し、保管を行っております。

 今後は、一時保管しているガレキ等をより信頼性の高い固体廃棄物貯蔵庫に保管していく予定です。

 現在、工事の進捗により発生するガレキ等については、その線量に応じて分別し、保管を行っております。

 今後は、一時保管しているガレキ等をより信頼性の高い固体廃棄物貯蔵庫に保管していく予定です。

主なトラブルと対応状況

 固体廃棄物貯蔵庫第９棟の準備工事実施中

 覆土式一時保管施設３槽設置工事実施中

 雑固体廃棄物焼却設備にかかる建屋工事実施中

前回から特にありませんでした。

現在～今後の保管イメージ

現在 2018年頃 2023年頃 2028年頃

覆土式一時保管施設

仮設保管設備

容器収納

シート養生

仮設保管設備から恒久的な保管施設へ移行していきます

固体廃棄物貯蔵庫

将来、埋設施設への
処分を検討して参ります。

屋外で集積している
0.1mSv/時以下のガレキを
シート養生へ移行していき
ます。

固体廃棄物貯蔵庫固体廃棄物貯蔵庫固体廃棄物貯蔵庫

覆土式一時保管施設 覆土式一時保管施設

シート養生

＊焼却施設・減容施設を設けて可能な限り容積を減らします。

＊ ＊ ＊

屋外集積
（可燃瓦礫、幹根）

容器収納
（保護衣類）

伐採木一時保管槽
（枝葉根）

金
属
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等

可
燃
物

屋外集積
（幹根）

伐採木一時保管槽
（枝葉根）

保管量の推移

固体廃棄物貯蔵庫第９棟建屋イメージ

一部はリサイクルを
検討して参ります。

伐採木保管量の推移

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

2012年02月 2012年08月 2013年02月 2013年08月 2014年02月 2014年08月

屋外集積

伐採木一時保管槽

一時保管容量

ガレキ保管量の推移

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

2012年02月 2012年08月 2013年02月 2013年08月 2014年02月 2014年08月

屋外集積(0.1mSv/h以下)

固体廃棄物貯蔵庫（30mSv/h以上）

覆土式一時保管施設、仮設保管設備、容器(1～30mSv/h)

シート養生(0.1～1mSv/h)

[m3]

一時保管容量

9棟も含めた固体廃棄物貯蔵庫容量

容器収納
（保護衣類）

30mSv/時を超える廃棄物

1～30mSv/時

0.1～1mSv/時

1～30mSv/時

1～30mSv/時


